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脳神経外科領域における
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頭蓋内原発悪性リンパ腫の予後に及ぼす因子
3D－CTの使用経験：
（霞ケ浦・脳神経外科）○大野晋吾、朱田精宏、
（八王子・脳神経外科）
○高草木宏之　中島　智　御子柴雅彦　鬼塚俊朗
　福田忠治　蓮江正道伊東　洋
斎藤文男、賀川潤、伊東良則
近年ヘリカルCTが導入され、短時間に高分解
能の撮影が可能となり良好な3次元画像が得
られるようになった。
特に脳神経外科領域においては
①顔面・頭蓋骨の外傷
②脳動脈瘤
③脳動静脈奇形
④閉塞性血管障害
⑤腫瘍によるによる骨破壊
⑥頭蓋底部病変
⑦眼窩内腫瘍
などの診断及び治療に有効であると報告され
ている。今回我々は頭蓋底部及び眼窩内腫瘍
の3例、外傷3例、脳動脈瘤およびAVM　10
例にこの3D－CTを行い、従来のCT、　MR1、血
管撮影との比較検討をした。
この使用経験より
①頭蓋底部病変、眼窩内腫瘍など、骨と病変
との立体的位置関係、進展の程度などの把
握、頭蓋形成などに有用であった。
②動脈瘤の診断に対して簡便かつ詳細な情報
が得られることにより有用であった。
③外傷においては、特に頭蓋底骨折また、術
後骨欠損状態に対する頭蓋形成術のための人
工骨作成の情報が容易に得られた。
中枢神経系原発悪性リンパ腫は、稀な疾患とされ
てきたが近年著しい症例数の増加が指摘されてお
り今日では頭蓋内腫瘍の鑑別診断において重要な
位置を占めつつある。今回我々は頭蓋内原発悪性
リンパ腫20例について臨床検討を行った。
（対象及び方法）1985年～1995年の間に病理学
的、及び臨床的に悪性リンパ腫と診断された20例
について年齢、病理、放射線療法、化学療法、と
予後の関係について検討した。
（結果）平均年齢は、67．2±9．98SD。男性18例、
女性2例であった。入院時Karnofsky
Performance　Scaleは40％以下の症例が15例、
50％以上の症例が5例であった。病理学的に検索
し得た10例ではLSG分類における、diffuse
large　cell　typeが9例であり、medium－size
cell　typeが1例であった。放射線療法は12例に
施行し全脳照射が11例、局所照射と全脳照射との
併用が1例であった。化学療法は10例に施行した。
平均生存日数は223日であった。年齢、放射線療
法（Gy）、化学療法、と予後について有意な相関
関係は得られなかった。
（結語）今回我々が経験した症例においては、年
齢、放射線療法、化学療法と予後の間には有意な
相関関係は得られなかった。これはほとんどの症
例がLSG分類におけるdiffus　e　　large　cell
typeであり予後不良例が多かった事によると思
われる。
（36）
